
















roflex または Alveolar であったと推定できること。


































单数 ŋai 2 ȵi 2 ki 2
复数 ŋai 2  teu 1 ȵi 2  teu 1 ki 2  teu 1
第一人称 / ŋai 2/ については、『新語書』インフォーマントは片仮名で「カ
イ」と標記しており、李作南1965が報告する如く、語頭子音の鼻音成分をする
ことは難しい。但し遠藤雅裕2016にしたがえば鼻音成分は確認することができ























「ガイガイ」について、前置の「ガイ」は一人称 / ＊ ŋai/ を示すものと判断
できるが、後置の「ガイ」は助数詞（類別詞または量詞）であると思われる。
この点については小稿では J.Norman 1988の記述に従う（6）。
同氏は李方桂1971（7）に従い上古漢語 *ngar> 中古漢語 MC ngâ、を措定した
上で；The Yue dialect of Táishān has ŋoi 1  （OC *ngar>MC ngâ:） ･･･These 
two forms are also found in Kèjiā: ŋai 2  ‘I, me’and kai 5 ‘individual measure 















ȵi 2、李如龍・張雙慶1992では n（10地点）、ȵi（ 3 地点）、ni（ 6 地点）、ŋi













咱去呌伊　カイ キー ハム キー　我々ハ、彼ノ人ヲ、呼ビニ往キマセウ（511）
伊欲我去　キー オイ ゴー キー　彼ノ人ハ、私ノ往クイヲ望ミマス（512）
伊常常來此處　　キー　シヨンシヨン　ロイ　ツー　チュー（749）
伊罕得出門　　　キー　ハン　テッ　チュッ　ムン（751）
伊有去彼處三次　キー ユー キー ガイ チュー サーム パイ（433）
伊來我歡喜　　　キー ロイ ゴー ホアン ヒー（622）
伊怒氣我　　　　キー ヌー ヒー ゴー　（623）









2 ． 甚么人 : マカイギン　






「誰」について遠藤雅裕2016は 「ma 33sa 55 □儕」を挙げる。また田中智子
2012は /mag`ge 麼个 / としている（10）。
李如龍・張雙慶1992は「誰」という語彙ではなく「誰的」として man 3 
ȵin 2、mak 3kai 5ŋin 2、mɛk 3nin 2等を挙げるが34調査地点を通じての共通項を見
出すことは難しい。
また同書（pp.425）は「什麼」について /mak 7kai 5/ 等を清溪、揭西、西
河、陸川、香港など 5 箇所で報告している。


























他の事例として「    」がある。P1640106に見られる「来去    不欲：往クモ
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